令和元年度　第３回宗像市スポーツ推進審議会

議　事　録（要点）
	日　　　　時
	令和元年９月１７日（水）１９:００～

	会　　　　場
	宗像市役所　１０３会議室

	出席者
	委　員
	☑市丸　☑梅田　☑西村　☑西田　☑末永　☑吉田　☑寺尾　☑橋本

	
	事務局
	☑堤部長　☑八木課長　☑廣渡参事　☑山本主幹　
☑毛利指導主事　☑出光指導主事　　☑濱本　　　☑末弘


１　会長あいさつ
●市丸会長、挨拶
２　審議事項

（１）スポーツ推進計画の中間見直し（案）について
●廣渡参事より、追加資料の説明。その後、見え消し資料に沿って説明
・第５章「基本施策の８つの柱」について

●廣渡参事より、説明
【質疑】
（末永委員）スポーツ観光における市内周遊の仕組みについては交通網なども関連してくると思うが、そのあたりについてはどう考えているのか。
→（廣渡参事）例えば、プリンセス駅伝の予選会などにおいてはバスなどで応援者が多数来ている。そういった人々がただ応援だけして帰るのではなく、宗像市に留まって買い物をしてもらうような仕組みづくりを検討している。また、グローバルアリーナに宿泊や大会等で来た方を、観光に誘導できるような仕組みづくりを行いたいと考えている。
（具体的な記述は２５ページに記載。）

（吉田委員）以前は大島でのオルレに力を入れていたと思うが、現状はどうなっているのか。
→（濱本）オルレ自体は大会を開くことが目的なのではなく、コースを設定するということが目的であった。現在は設定されたコースを活用して民間企業主催のイベントが開かれるなど、官から民にシフトしている。
（吉田委員）スポーツなどで遠方から来た方に対し、宿泊とタイアップできるような仕組みの記述はできないのか。
→（廣渡参事）２６ページに記述している「（４）むなかたスポーツコミッション（仮称）の体制の確立」において記述している。スポーツ施設と宿泊施設を併せ持つグローバルアリーナを中心に据え、今後の体制づくりを行う予定である。
（梅田副会長）専門用語が多いため、市民には分からない部分も多いと思う。分かりやすいものになるように注釈をつけた方が良いのではないか。
→（廣渡参事）計画全体を見て、分かりにくい用語については注釈をつける。
・第６章「基本施策の具体的取り組み」について

●廣渡参事より、説明
【質疑】
（末永委員）「市全域を対象とした総合型地域スポーツクラブ」については既存のクラブを活用、拡大していこうという前提で調査研究を行う方針なのか。それともコミュニティごとに設立を目指すという方針なのか。
→（廣渡参事）現在の総合型地域スポーツクラブは南郷地区を中心に活動しているが、今後自主運営を行っていくためには財源の確保など、組織強化を図る必要がある。そのためには会員数を増加させる必要があるため、南郷地区以外の市内全域から加入できるような仕組みづくりを行っていきたい。よって、コミュニティごとに設立するという趣旨ではない。
（梅田副会長）具体的取り組みと言いながら、具体的な事業の表記がなく、市が具体的に何を行うかが見えてこない。
→（八木課長）具体性をもって書けるものについては記述しているが、それができないものについては方向性を述べるに留まっている。具体的な手法を記述してしまうとそれに捉われてしまい、結果として時代にそぐわないものになってしまう可能性もある。したがってテーマによっては計画には具体的な取り組みではなく方向性や目的を掲げ、そのやり方についてはその時の状況に合わせて選択していくという手法もあると考え、こういう記述にしている。
３　その他

【配布資料】


○第２回宗像市スポーツ推進審議会　事前配布資料一覧


○スポーツ推進計画進捗状況一覧


○宗像市スポーツ推進計画中間見直しの要点


○宗像市スポーツ推進計画中間見直し案（見え消し版）


○宗像市スポーツ推進計画中間見直し案（提案清書版）


○宗像市スポーツ推進計画中間見直し案　現状・課題・具体的取り組み（集約）








